
【Ⅰ．主な取り組み】

【Ⅱ．目標指標】
２７年度

基準値 目標値 実績 達成度 目標値 　　　　 25　　　   50　　　　75　　 　100       125

ⅰ － 19 21 110.5% 20

ⅱ 56 68 78 114.7% 70

ⅲ 10.8 13.0 13.1 100.8% 13.0

ⅳ 75 84.0 85.1 101.3% 85

ⅴ － 18,500 20,983 113.4% 19,000

ⅵ 9 15 15 100.0% 16

【Ⅲ．指標による評価】

ⅰ

ⅱ

ⅲ

ⅳ

ⅴ

ⅵ

施策評価調書（２６年度実績）
施策コード Ⅰ－５－（１）

政策体系
　施策名　豊かな自然との共生と快適な地域環境の創造 所管部局名 生活環境部 長期総合計画頁

温泉資源の保護と適正利用の推進 ジオパーク整備の推進

指　　　　標
関連する
取組№

基準値 ２６年度 目標達成度（％）

45

　政策名　恵まれた環境の未来への継承～ごみゼロおおいた作戦の推進～ 関係部局名 生活環境部、農林水産部、土木建築部

取組№ ① ② ③ ④

年度

特に保護が必要な希少野生動植物の指定数（種） ① －

大分県自然公園指導員の委嘱数（人） ① H16

取組項目
自然や生物多様性の保護・保全と

適正利用の推進
快適な地域環境の保全と創造

漁場再生面積（ha) ② －

温泉監視のためのモニタリングを行う源泉数（箇所) ③ H16

１人あたりの都市公園等面積（㎡） ② H16

中山間地域の集落活動（集落協定締結面積割合）（％） ② H16

達成
　中山間地域等直接支払交付金の交付を姫島村を除く17市町において実施し、1,175の集落協定と28の個別協定が締結された。16,065ｈａの農用地
を対象にして、農業生産活動の維持及び鳥獣外防止柵の設置等による保全活動に取り組み、耕作放棄地の発生防止が図られた。

達成 　市町村、漁協、集落の事業として、海底・海岸清掃等に取り組んだことにより、目標値を達成した。

達成 　新規モニタリングポイントとして大分市・由布市の源泉から各1箇所を追加し、目標値を達成した。

評価 理　　　　由　　　　等 平均評価

達成
　新たに魚類2種及び貝類1種を希少野生動植物に指定し、目標値を達成した。また、公募により6つの自然保護団体に希少野生動植物の保護活動
を委託するなど、目標値以上の実績を確保している。

達成

達成 　平成26年度の大分県自然公園指導員の委嘱数は78名となり、目標値を達成した。

達成 　都市におけるオープンスペースは、市町村への都市公園整備に係る指導・助言により、目標値を達成している。



【Ⅳ．指標以外の観点からの評価】 【Ⅴ．施策を構成する主要事業】

①

④

【Ⅵ．施策に対する意見・提言】

【Ⅶ．総合評価と今後の施策展開について】

主要な施策の
成果掲載頁

総合評価 ２７年度の方向性

①

・豊後高田市、杵築市、国東市、日出町、宇佐市においてアライ
グマの生息実態調査を行うとともに、アライグマ防除実施計画を
策定していない市町村に対して策定に向けて取り組むよう働きか
けた。これにより、13市町でアライグマ防除実施計画が確認済み
となり、市町村主体による防除体制の整備が図られた。

おおいた生物多様性保全・普及啓発事業 26,400 Ａ 継続・見直し 63

取組
№

指標以外の観点からの評価
取組
№

事業名（２６年度事業）
事業コスト

（千円）

事務事業評価

170

農業農村多面的機能支払事業 294,550 Ａ 継続・見直し 127

（公）港湾環境整備事業 118,404 Ｃ 継続・見直し

Ａ
・自然保護団体等と協働して、希少な野生動植物の保護や、特定外来生物の駆除等、生物多様性を保全する活動を実施する。
・生物多様性の重要性について、県民の理解を促進するため、県民参加型のいきもの調査「いきものウォッチング」を開催する。
・温泉資源の保護と適正利用を推進するため、定期的な泉源の調査を実施する。
・姫島村と豊後大野市のジオパーク活動を持続可能なものとするため、学術基盤の強化や、両地域が行う受入体制の整備に対する支援を行う。
・学術研究者や地質愛好家等を対象に、間断なくジオパークの魅力を情報発信する。

○「安心・活力・発展プラン2005」第1回安心部会(H26.7）
・県民アンケートでも、「暮らしやすさの重要項目」として、「海・山などの豊かな自然環境」が
トップとなっている。豊後大野、姫島がジオパークに認定されたが、もっと自然環境を大切に
していくことが求められているのではないか。
・生物多様性戦略は、豊後大野市のみ策定予定で、その他の市町村では策定が予定されて
いない。県の意気込みが市町村に伝わっていないのではないか。

○「安心・活力・発展プラン2005」第4回安心部会(H27.1）
・環境政策を進めるにあたっては、温泉をはじめとした資源保護という視点を基盤に置
いてほしい。
・希少野生動植物等の保護に加えて、それらが生息・生育する場所や生態系の保護と
いう視点を一言入れておいてほしい。

総合評価 施策展開の具体的内容

Ａ 継続・見直し 171

③

・温泉法に基づく掘削や動力装置の許可について、適正に処分
を行った（件数：掘削・増掘許可74件、動力装置許可30件）。ま
た、申請が増加している地熱発電に係る掘削について、新たに
審議基準を定めたほか、26年7月1日に温泉の禁忌症・入浴又は
飲用上の注意事項が改定されたことに併せて、温泉法に基づく
掲示内容の変更等について周知を図った。

④

・日本ジオパークに認定された姫島村・豊後大野市のジオパーク
活動が持続可能なものとなるよう、研究者等の誘致活動やジオ
パークの情報発信、両ジオパークの取組に対する助成を行った。
これにより、本県のジオパークの認知度が高まるとともに、ジオガ
イドの養成を初めとする受入体制の整備が促進された。

②

・県下665地区において地域ぐるみの保全活動を行い、農村環境
の保全、集落機能の維持等に貢献した。また、県下3離島におい
て漁場や漁業資源の適切な保全管理を行い、漁業の持続的発
展、健全な漁村環境の保全、集落機能の維持等に貢献した。

都市政策推進費 25,909②

県営都市公園施設整備事業 109,447 Ａ 継続・見直し 172

県営都市公園里山利活用推進事業 4,285 Ｃ 継続・見直し 173

おおいたジオパーク推進事業 38,004 Ａ 継続・見直し 64


